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東海旅客鉄道株式会社 

ジェイアール東海物流株式会社  

新しい荷物輸送サービス「東海道マッハ便」の開始について 

東海道新幹線による貨客混載輸送については、2020年 10月より実証実験を重ねてきま

したが、このたび、法人向けの即日荷物輸送サービスとして提供を開始します。東海道新

幹線の安全・正確・高速・高頻度で揺れが小さいという特性を活かし、速達性に優れた高

品質で環境負荷の小さい荷物輸送サービスを提供します。今後、ＪＲ各社とも協業しなが

ら、全国の新幹線沿線地域と連携して、新たな需要を創出します。 

１．サービス概要（別紙１～３） 

・東京駅･名古屋駅間、東京駅･新大阪駅間において｢こだま号｣の 11号車にある業務用

室を活用して荷物を運ぶ法人向けの即日荷物輸送サービスです。

・１回あたり概ね段ボール 40箱相当（３辺合計 120cmで換算）まで輸送が可能です。

２．サービス名「東海道マッハ便」 

・「こだま」が音に関係することに着想を得て、速さを想起させる

言葉から、音速を表す「マッハ」を選び、荷物輸送サービスと

親和性の高い「便」の字と組み合わせ、東海道新幹線を用いた

速達性に優れる荷物輸送サービスであることを表現しました。 

３．ＪＲ各社との協業 

・東京駅･名古屋駅間､東京駅･新大阪駅間だけでなく､より広範囲に荷物を即日配送でき

るようＪＲ各社との協業を進めます。具体的には、山陽新幹線と東海道新幹線、東北

新幹線と東海道新幹線など、複数の新幹線に跨った荷物輸送サービスを提供します。

商標登録出願中 



【全国に広がる新幹線を利用した荷物輸送サービスのネットワーク】 

 

※敦賀駅･金沢駅間（2024 年３月 16 日開業予定）は検討中です 

※｢はこビュン｣は東日本旅客鉄道株式会社、｢はやっ！便｣は九州旅客鉄道株式会社の登録商標です 

 

４．想定している荷物 

・医療関係品、精密機器部品、生鮮食品など 

 

５．サービス開始時期 

 ・2024年４月以降、準備出来次第 

※現在、ジェイアール東海物流等が第二種貨物利用運送事業(鉄道貨物輸送)の許可申請中です 

※具体的なサービス内容や開始時期については追ってホームページでご案内します 

 

６．「東海道マッハ便」に関するお問合せ先 

  東海旅客鉄道株式会社 新幹線荷物輸送担当 c.nimotsu@jr-central.co.jp 

    ジェイアール東海物流株式会社 新幹線荷物輸送担当 s-transport@jrtl.co.jp 

※画像はすべてイメージです。 

今回提供開始 
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法人向け即日荷物輸送サービスの概要

◆サービス概要

⚫ 東京駅･名古屋駅間、東京駅･新大阪駅間において｢こだま号｣の11号車にある業
務用室を活用して荷物を運ぶ法人向けの即日荷物輸送サービスです。
※利用にあたっては物流事業を担うジェイアール東海物流株式会社との契約が必要となります
※輸送日の概ね２週間前までに輸送内容（対象列車・荷量・荷姿等）を確定する必要があります

⚫ １回あたり概ね段ボール40箱相当（３辺合計120cmで換算）まで輸送が可能です。
※最大積載量の目安であり、実際にお引き受けできる量は荷姿や停車時分等によって異なります

⚫ １日最大の設定可能本数は、東京駅・名古屋駅間で26本、東京駅・新大阪駅間
で22本です。

別紙１

荷物積込みイメージ 荷物積載イメージ積載箇所（11号車業務用室）



法人向け即日荷物輸送サービスのご利用イメージ 別紙２

少量の医療関係品を東京で集荷して大阪の病院まで自動車と新幹線を組み合わせて配送

作りたての地元の和菓子を朝早くの新幹線で名古屋から運び東京駅構内の店舗で午後から販売

◆ご利用イメージ

《東海道新幹線》 《配達先》集荷 《出発駅》 《到着駅》

こだま711号

8:00    8:57 12:51       13:30               14:00

配達

《東海道新幹線》 《配達先》持込 《出発駅》 《到着駅》

こだま706号

7:40               8:38 11:18          11:48                12:00

名古屋

駅構内配達



〇対象列車（2024 年３月 16 日ダイヤ改正現在） 

 

   上り方面：名古屋⇒東京 12 本/日  上り方面：新大阪⇒東京 12 本/日 

 

 

   下り方面：東京⇒名古屋 14 本/日  下り方面：東京⇒新大阪 10 本/日 

 

別紙３ 


